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講義のポイント

1.「防災」は関心が低い

• 滅多に来ない。リアル感が湧かない。なぜか自分だけは大丈夫と思い
がち。

• 決して楽しい話ではない。気分も暗くなる。

• 何をするにも大変そう。自分達にはできない。

２．実際に災害が起こると大変な目にあう

• 大切なものを失くす恐れがある（家族、友人、財産など）

• 後から後悔する。

• 災害後の生活が大変である。



講義のポイント
３．自分達でできる「防災」を考えよう

• 「すべきこと」＝「できること」+「できないこ
と」

「できること」を増やせば、「できないこと」が減り、「すべきこ
と」に近づく（加点法）

最初に「すべきこと」を意識すると、「できないこと」がばかり気に
なり、長続きしない（減点法）

• 覚える、やらされるではなく（＝受け身）、自

分たちにできることを考える（=主体的）。

４．まず、災害について調べてみよう

• 学校とその周辺でどんな災害が起こりそうか。

• ハザードマップで調べよう。
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講義のポイント

５．その上で、次のようなことを考えてみよう

①被害を減らすにはどうすればいいか。

②身近なリスクをどうやって見つけるか。

③なぜ避難や備蓄が必要なのか。

④自分はボランティアとして何ができそうか。

⑤被災者の気持ちをどうやって理解するか。



ハザードマップを見る
自分の地域の災害想定を知る（洪水・土砂
災害想定：相生市ハザードマップから）





洪水と土砂災害



自分の地域の災害想定を知る（高潮想定：
相生市ハザードマップから）



自分の地域の災害想定を知る（津波想定：
相生市ハザードマップから）



高潮と津波



自分の地域の災害想定を知る（地震想定：相生市ハザー

ドマップから）





(将来) 南海トラフ地震

南海トラフ地震

今後30年間の発生確率 = 70-80%
予想される最大死者数 = 23万1千人
予想される最大全壊棟数 = 約220万棟

• 南海トラフ : 駿河湾から九州沖に至る4千メートル級の海溝

• フィリピンプレートがユーラシアプレートの下に沈み込む。

• 南海トラフでは、これまで100－150年毎にマグニチュード8ク
ラスの巨大災害が発生してきた。

?

68 to 70 years



近年の主な自然災害（台風・豪雨）

【令和３年防災白書：我が国における最近の主な自然災害から】

地震 台風・豪雨 火山噴火 大雪 竜巻・突風 その他 計

H24年度（件数） ０ ３ ０ １ １ ０ ５

H25年度（件数） １ ４ ０ １ １ ０ ７

H26年度（件数） １ ４ １ １ ０ ０ ７

H27年度（件数） ０ ４ ３ ０ ０ ０ ７

H28年度（件数） ２ ４ ０ ０ ０ ０ ５

H29年度（件数） ０ ４ 1 1 ０ 0 6

H30年度（件数） 3 3 1 ０ ０ 1 8

R元年度（件数） 1 7 0 0 0 0 8

R2年度（件数） 1 3 0 2 0 0 6



①被害を減らすにはどうすればいいか

なぜ、被害が起こるのかを考える

「防災」よりは「減災」を考える！

• 全ての災害を防ぐことはできない。自然の成り行きを変えることは

できない。

• 災害を防ぐことはできなくても、被害を減らすことはできる。

例：建物を強くする、弱い人を助ける

• Disaster Preventionではなく、Disaster (Risk) Reduction



減災を理解する上での５つのキーワード

① ハザード（Hazard）

• 災害を及ぼす恐れのある現象（例：地震、津波、台風、降雪、干ばつ）

② 災害（Disaster）＝自然現象によって引き起こされる被害

• ハザードは必ずしも災害につながらない（毎年数多くの台風や地震に見舞わ
れるが、被害を及ぼさない限り災害とは言わない）

③ ハザード（自然現象）に触れるもの（Exposure）

• 人口、インフラ、住宅など。

• 都市部や沿岸部等人口の多いところほど、災害に見舞われやすい。

• 人のいない海や砂漠で大きな自然現象があっても、被害が生じない。



④ 脆弱性（ぜいじゃく性、弱い、もろい)

弱いもの、もろいものが多いほど災害が拡大する

（例）津波で若い人たちは高台に逃れたが、高齢者はたど
りつけなかった。

→高齢者がもっと早めに避難する、あるいは避難を手
助けしていれば、死者の数が減ったかもしれない。

（例）地震で家屋が倒壊した。

→耐震補強していれば、死ななかったかもしれない。

（例）貧困

→頑丈な家や場所に住んでいれば、栄養のあるものを
食べていれば、薬を買うことができれば、生き延び
たかもしれない。

減災を考える上での５つのキーワード



⑤持続可能な生活（Sustainable Development 
Goals、SDGs)

（=無理に進めて、続かなければ意味がない。）

• 災害直後の対応だけで全てが解決しない。災害

前の備え、災害後の復興を一歩、一歩進める。

• 普段の生活をおろそかにしない。過度に防災を

意識すると、社会活動が停滞する恐れがある

（例：コロナ対策と経済の両立）。

• 人それぞれにやり方がある。多様性を認める。

※災害を減らすには、弱いもの、もろいものを減

らす。密集しない。普段から着実に継続する

（無理をしない）。工夫する余地がある。

減災復興を考える上での５つのキーワード

復旧

復興

軽減
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【減災サイクル】



② 身近なリスクをどうやって
見つけるか

１．天気予報を見る

（例）NHK防災アプリ（風水害は予測できる）

２．ハザードマップ（災害危険度マップ）を見る

３．防災まち歩きをする

学校付近、自宅付近をまち歩きし、危険個所や

安全な場所などを地図に落とし込む（ブロック塀、

急傾斜地、浸水注意箇所）

神奈川県相模原市の自治会作成



③ なぜ避難や備蓄が必要なのか。

１．避難

・避難するのは、危険なところから安全なところに逃げるため。

（例）壊れそうな建物、浸水しそうな家屋

•衣食住が確保できる場所に逃げる。

•避難にも色々ある。

出典：横浜市金沢区



③ なぜ避難や備蓄が必要なのか。

２．学校だけが避難所とは限らない

•避難所に着くまでに危険な目に遭うかもし
れない。

•ホテル、旅館、自宅や友人宅の2階以上

平成21年
佐用町水害

防災システム研究所、
山村武彦氏 撮影



③ なぜ避難や備蓄が必要なのか。

３．なぜ家庭で備蓄が必要なのか

•避難所にたどりつけないかもしれない（例：夜間、遠い、病人）

•避難所に行けば物資があるのに？➡ある程度備蓄しているが充分でない

（応援受けるのに、3日間～1週間かかる恐れあり）

•スーパー、コンビニ

が閉まっている。

•自分に見合ったもの

を自分で用意する。

出典：首相官邸（災害に対するご家庭での支え ～これだけは準備しておこう！～）



④ ボランティアとして何ができるか

１．被災地を知る。

• テレビ、ネット、新聞

２．自分（初心者）ができることを考える。

• 専門知識が必要でないボランティア（例：がれき撤去、泥
カキ、子どもの遊び相手）

• 経験者と一緒に行く（ボランティア団体、NPO、ボラン
ティアバス）

• 支援先を案内してくれる（災害ボランティアセンター）

３．支援するというよりは、ボランティア通して、色んなこ
とを学びに行く。

• 被災現場の大変さ ・人間のたくましさ

• 助け合いの素晴らしさ
（熊本学園大学）

（被災地NGO協働センター）



⑤ 被災者の気持ちをどうやって理解するか

１．こちらから話しかけるよりは、被災者の話を聞く（学ばせてもらう）

２．完全に理解はできない。少しでも共有できれば、被災者は癒（いや）
される

３．気持ちが伝われば十分（不器用でも構わない）

兵庫県大学生、東日本大震災 兵庫県大学生、東日本大震災 NGO協働センター、足湯



⑤ 被災者の気持ちをどうやって理解するか

４．震災遺構に行こう。

•阪神・淡路大震災：人と防災未来センター（神戸市中央区）

•東日本大震災（例）：石巻震災遺構大川小学校、気仙沼市東日本大震災
遺構・伝承館

気仙沼市東日本大震災震災
遺構・伝承館
https://www.kesennuma-
memorial.jp/

https://www.kesennuma-memorial.jp/


防災ゲームを楽しもう（１）
【避難所運営ゲーム】

体育館等に避難所に殺到した際、どの避難者をどの場所に配置する
かを決めていくゲーム（避難者を一括りにはできない）。

（例）

• 家族の中に乳幼児がいる。

• 子ども二人が来て、後から親たちが来る。

• 認知症のお年寄り（妻）と夫が来た。

• 家族の一人が高熱である。

• 外国人の一団が来た（日本語がわからない）。

• ペットを連れてきた。

• 妊婦さんがいる。



防災ゲームを楽しもう（２）

【クロスロードゲーム】

判断に迷う質問に対し、答えを考える。

（例）

問１ 体育館に200人の避難者がいます。1日たって弁当が届きましたが、100食分
しかありません。どうしますか？

（A）体力の弱いお年寄りや子どもから先に配る。

（B）不公平は良くない。次の100食分が届くまで待つ。

問２ あなたのお母さんは学校の教頭先生です。お父さんは出張で不在です。大地
震で自宅が半壊になりました。幼い兄弟が不安そうにしています。お母さんはど
うすべきと思いますか。

（A）学校のことを考えて出勤すべきである。

（B）まずは家族の事を考え、落ち着くまで家にいるべきである。



まとめ
１．災害大国日本。いつ、どこで災害が起きても不思議ではありません。

２．高校生でできることは何か。覚えるのではなく、考えよう。

• 被害を減らすにはどうすればいいか。

• 身近なリスクをどうやって見つけるか。

• なぜ避難や備蓄が必要なのか。

• 自分はボランティアとして何ができそうか。

• 被災者の気持ちをどうやって理解するか。

３．百点満点（すべきこと）ではなく、自分のできることを増やしていこう。

４．防災を正しく理解すると、色々なことが見えてくる（人のありがたみ、思いや
り、強さ・弱さ‥）

５．防災を材料に人間力を高めよう（あなたの舞台の主役は、あなた自身です）。



聴きたいことがあれば、いつでも連絡してください！

ryosuke_aota@drg.u-hyogo.ac.jp


